
音量調整用ボリューム
（10kΩ Aカーブ）

電流正帰還
調整用ボリュ
ーム（10kΩ 
Bカーブ）

写真1　電流正帰還でスピーカを強力駆動する「重低音ブース
ト・アンプ」
帯域選択式の電流正帰還回路を使っているので，ほとんどのバスレフ
型スピーカで使える
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にします．それ以外の帯域は，通常の電圧帰還アンプ
として動作するので，周波数特性の変動がなく，ほと
んどのバスレフ型スピーカで使えます．
　密閉型スピーカはf0付近でインピーダンスが上がる
ので，低域増強効果はありません．今回製作する重低
音ブースト・アンプには不向きです．

こんなアンプ

● 帯域選択式の電流正帰還回路を採用
　図2に示すのは，本稿で製作する重低音ブースト・
アンプのブロック図です．A1はパワー・アンプ，R1
は電流検出抵抗です．A2は，R1の電流を増幅して電
流正帰還する回路です．電流正帰還する帯域は，ロー・
パス・フィルタで設定できます．
　電流正帰還回路は，スピーカのインピーダンスの低
い帯域の電圧を増やします．カットオフ周波数の設定

　小型スピーカは，ユニットの口径が小さいので，
低音を出すのが苦手です．とはいえ自宅には，低音
を出すのが得意な大型スピーカを置く場所などあり
ません．なんとか小型スピーカでも迫力のある低音
を楽しみたいものです（図1）．
　本稿では，電流正帰還方式でスピーカを補正する
「重低音ブースト・アンプ」を製作します（写真1）．
帯域選択式の電流正帰還回路を採用し，バスレフ型
スピーカであればどれでも使えるようにしました．
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製作の動機

● メーカ製の低音補正アンプは専用スピーカしか能
力を発揮できない
　図1のような会話がされているかは分かりませんが，
組み合わせが固定ならば，アンプがスピーカを補正し
た方が良い結果が出るでしょう．別々ならばアンプで
補正しない方が良いでしょう．
　アンプがスピーカを補正する例は，過去のオーディ
オ製品にもありました．1980年代にアイワから登場
したAFBS（Acoustic�FeedBack�System）は，スピー
カの音をマイクで拾って補正します．ヤマハから登場
したAST（Active�Servo�Technology）は，電流正帰還
でバスレフ・ポートを強力に駆動する方式でした．い
ずれも専用アンプ（AFBSはアンプ内蔵スピーカ）が必
要です．汎用アンプだと本来の性能は発揮できません．
　1980年代のスピーカは能率が平均で90 dB/W/m程
度でした．最近のスピーカは小型でも低音が出せるよ
うに85 dB/W/mと能率の低いタイプが増えています．

● バスレフ型スピーカならどれでもブンブン言わせ
ることができるアンプを製作
　メーカから販売されていた既存システムは専用アン
プ方式でした．
　製作した重低音ブースト・アンプは，電流正帰還帯
域をポート共振帯域に限定して効果を可変できるよう
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電流ターボでスピーカを極限ドライブ！
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